
給水・水質検査について

質問 回答・町の方針

宅内水栓の水質検査について
・健康相談部会で専門家の方が言っていたとおり、各家庭の蛇口で検査をするべきでは。
・水質検査の希望者は少ないと思うので、町の方で負担を。
・水質検査の補助は100％か。
・どうして水道の蛇口の濃度だけは強い言葉をいただけないのか。

今配水している水については、有機フッ素化合物の国の基準が50ng/Lであるのに対し、全ての
箇所で計測の最低値である5ng/L未満を達成してから、給水制限を解除しています。
現在の水道水は、安心して飲んでいただける水と確信をしています。しかし蛇口から飲むには
抵抗がある方もおられると思われるため、そういう方に対し、若干の負担をいただき、町が検
査を斡旋するという判断をしました。
1カ所あたり6万円程度検査費用がかかるので、3万円を負担いただきたい。

町の水質検査について
・採水地点に個人宅がある、選ばれた理由は。
・末端とは何か。
・途中は測らないのか。
・配管内が綺麗になったことを証明できるか。
・町内の水道水の有機フッ素化合物はどうなっているのか検査し公表願いたい。
・なぜ末端検査の際に、住民に声掛けなどして、住民に分かるようにしなかったのか。

水質検査は浄水場から順に、途中の配水池等でも行い、その流れの末端（＝水道水を供給して
いる最後となる場所）に今回の物質が残っていないことを検査で確認しています。
末端にドレン（水抜き）や消火栓がなく他に採水するところがない場所については、個人宅の
蛇口で検査した箇所もあります。
本管と枝管にて水抜きを十分行っておりますので、配管内の水は問題ありませんが、制限解除
後に使用していなかった水栓については５分程度水を出してからご使用くださいと案内してい
ます。
町内の水源からの水道水についても、水質検査機関で検査してもらっています。この結果につ
いては順次公表していきます。
検査することを優先したため、採水の周知ができなかったことは反省しています。今後は、自
治会などに相談の上、地域の方に採水に立ち会ってもらうなど、対応させていただきます。

有機化合物の濃度測定について、測定できる最小の数字として5ng/L未満といっていたが、資
料には0.5ng/Lと表記されているものがあるどういうことか。

5ng/L未満の測定ができる検査機関もあります。
現在、町が検査を依頼している検査機関は5ng/Lが測定の下限になっておりますが、もっと低
い値まで測定できるよう、要望します。

どの家庭にも温水器があると思うが、空になるほど使わない。まだ中に残っているのではと不
安。

専門家に意見を聞き、後日回答・対応します。

ペットボトルでの給水について
・水道の水が飲めないからペットボトルを貰っており、水質検査をして安心できないと飲めな
い。
・ペットボトル配布を続けて欲しい。若しくは検査を早めて欲しい。
・安全安心な水で、安全は確保できたが安心はまだ十分でない中で、12/28で配布終了はどう
なのか。最後の一人まで寄り添ってほしい。
・給水所では一人２Ｌしか持って帰れないのか。

浄水場から末端まで検査して大丈夫だという確信のもとに給水制限を解除させていただいたの
で、28日で当面止めることに理解をいただきたい。
検査について、年内は検査機関が限られているので無理ですが、速やかに案内通知を出し、希
望される方について行います。
ペットボトル本数については、必要に応じて調整しています。

岡山県広域水道企業団について
・広域水道企業団とは。
・企業団の水はどこから来るのか。

水を作って水道事業者（市町等）に売っている水道事業体で、吉備中央町に送られる水は高梁
川から取水した水で作られています。

県に報告する数値が800ng/Lを1ng/Lと、どのような経緯で間違った報告をしたのか。 入力ミスによるものです。

令和2年の時点でなぜ住民に通知ができなかったのか。 ルール通りにできていなかったことが原因と考えます。

町として50ng/Lの管理目標値はどうなのか。 5ng/L未満を目標値にし、維持するよう努めます。

中止していた給水管はどうなるのか。 開栓時に洗浄作業を行います。

今後の水質検査には、公共施設（小学校等）しっかり行い安全である証明書の張り出しをして
もらいたい。

円城小学校で検査し、蛇口に表示します。

給水証明について
・給水証明とは何に使うのか。
・令和2年度からとなっているが、10数年前からフレコンはあった。令和2年度からでは足りな
いのでは。

円城浄水場の水を、家庭や事業所に給水していたことの証明で、フレコンのあった10数年前か
ら制限解除した11月22日までに給水していた方にお出しするよう考えています。
給水証明の発行は、住民の方から要望があったもので、何に使用されるかについては把握でき
ていません。

工事予定はどうなっているか。
現在の水源について7,8月には本来の農業用で水が必要になります。７月を目途に、広域水道
事業団からの送水が日量400㎥になるよう工事を行う予定で、令和6,7年にかけて倍の日量800
㎥になるよう工事を予定しています。



水道料金について

質問 回答・町の方針
自治会から要望している過去の水道料金の返還はして欲しい。 12月20日議会に追加上程します。

水道料金の返還について　企業、公共施設等も一律であるか。 一律です。

水道料金が値上がりするのではないか。 今回の件で水道料金を上げることは考えていません。

水源について

質問 回答・町の方針
河平ダムはどうなのか。今後どうするのか。 河平ダムを使うことは今後ないと考えます。

春、農繁期には節水協力が必要か。
受水槽を大きくし、日量400㎥で日常生活は大丈夫と思いますが、夏には少し足りなくなる可
能性もあり、渇水時には節水の協力をお願いすることも考えられます。

健康影響について

質問 回答・町の方針
血液検査について
・血液検査はするのか。
・血液検査をしただけでは安心できない。その後についても教えて欲しい。
・第1回健康影響対策委員会の議事内容には血中濃度を測定する必要はないと書いている。
・農作物は検査して、なぜ人は優先で検査しないのか。
・血中濃度について測定して、高かった場合専門家に投げるのではなく、町長自ら最後まで責
任を持って、一人ひとりに寄り添ったフォローをして欲しい。
・現在の血液検査に有機フッ素の項目は入っているのか。
・血中のPFOSの半減期は。

みなさんの思いに沿って町が最終判断したいと思います。
血液検査以外にもどういう検査をすべきか委員会で検討しています。その後を含めてが健康観
察で、町の責務と考えています。
最終的に決めるのは町です。
健康影響対策委員会で健康に関する対策についてご協議いただいているところです。
逃げることはできない。専門家委員会からの提言はいただきます。
フッ素化合物は入っていません。
3～5年と言われているが、調査中です。

健康診断について
・有機フッ素の水を飲まされた上、特定健診にお金を払ってまで行きたくない。
・特定検診の通知が来たが、もう受けた。もう一度受けないといけないのか。郵送で2回も届
いた。課内連絡を徹底して欲しい。
・町外での関係者は健康診断の対象になるのか。
・定期検査費用も負担するべきではないのか。
・町で健康診断していない人はどうしたらよいか。
・12月4日配布資料で、特定健康診査後期高齢者保険の審査等の通知が届いていないのはなぜ
か。
・健診の対象者以外の健康状態は見ていくのか。

今年度分は既にしている人もいるので負担をお願いしている。来年度からの分は無料で、とも
考えています。
周知徹底します。今回の水道についてもガバナンスができていなかったと反省しています。見
直します。
町外にお住いの方に対する対応について検討していきます。
検討中です。
健康情報を出してもらうようお願いしていかないといけないと考えています。
11月末時点での対象者のみに通知をしています。
検討中です。

お年寄りにホームページを見て、は難しい。 ホームページの他にも個別通知又は自治会の回覧を行います。

健康影響についての分析は。 １０年分の分析もしていきます。

健康影響について窓口はあるのか。 保健課で健康相談の窓口を開設しています。

大腸がんに２回なった人がいる、今回との因果関係があると分かった時、補償は。
知見がないためまだ考えていません。因果関係はわかりませんが、１月の説明会でどんどん聞
いてください。

ＷＨＯが段階を２つあげた。 情報は把握しています。



原因究明について

質問 回答・町の方針

原因は何か、いつわかるのか。
原因は確定していません。原因究明委員会で究明を進めています。究明の時期は現段階では未
定です。

財産区の活性炭が原因なのは明らか早急に対応を。
活性炭の可能性は高いが、未だ確定ではありません。専門家の意見を頂いて今後追加調査を進
めてまいります。

フレコンバッグについて
・どこからきたのか。何に使用されていたのか。
・移動先は。
・置いた業者への対応は。

大手3社メーカーから引き上げたものと聞いています。
約580袋を屋根付き倉庫に移動しています。
原因究明委員会の結論をもって、業者対応を検討します。

日山ダムへ影響はないのか。 地形的に問題はありません。

原因究明資料のP7は県の作成資料か。 県の資料です。

世界でも例を見ない数値が出ている。町は本気で対応願いたい。 原因究明部会で議論していきます。

原因究明までのロードマップを示して欲しい。 先ずは委員会での結論を待ってになります。

地中に入っていないのか。 県、専門家にて調査中です。

河平ダムの水（原因）について。 ダムの管理者は県だが、財産区と町と県、意思を統一して物事を進めていきます。

河平ダムの下流の影響は。 ダムと河川の管理者は岡山県であり、把握できていません。

住民にわかりやすい説明をしていただきたいと思います。何かの基準に対してどれだけのもの
なのかということを説明していただかないと困るし、要はここにある溶出試験というのはどう
いう試験なんですか。

溶出試験は、フレコンバッグの活性炭を水に浸して抽出したものです。

水質汚染の原因となっている財産区の土地には、雨水が浸透しないような対策（シート張り
等）が必要ではないか。

専門家にそのあたりの助言も頂ければと考えています。

風評被害・補償について

質問 回答・町の方針
風評被害についてどうなっているか。 各事業所に聞き取りを行っています。　まとまり次第公表します。

物質が出たすぐ下に田んぼを持っている。米の検査結果では大丈夫だと言われたがもう作る気
はない。補償は何か考えているのか。

町としても被害を受けていると考えており、そういう意味では財産区と町と県と損害賠償請求
等々も最終的には考える必要があると思っています。

ふるさと納税への影響について。 影響は少ない状況です。

町外の人に、円城の人だと言われることがある。悪いことで有名になってしまった。
対策として、イベント等を行います。
いろいろな噂があり、2次被害を生み出すことは絶対に避けたいと考えます。

工事や補償等の補正予算は計上しているが、個人に対して（給水所への燃料代等）の補償（迷
惑料）は含まれるのか。

今後の検討項目になるかと思われます。

組織について

質問 回答・町の方針

なぜ給水部会に第三者委員会が存在しないのか。

総務部会が所管する第三者委員会において、専門的立場から不適正事案が生じた原因の究明、
再発防止策の提言がなされることとなっております。岡山市水道局からも委員を委嘱して、水
道業務の適正な実施に向けての調査等も行うことにしておりますので、今後の給水についても
細やかな提言がなされると考えております。

町長に指揮をとって欲しい。 今後の対応として一番大きな項目に血液検査があり、これは思いに沿って行いたい。

専門的な意見が聞きたい。
PFOS,PFOAについて知見がなかったので、専門家の先生による説明を1月に予定している。ぜひ
参加をしていただきたい。

2020年の担当課長の処分はどうするのか。 第三者委員会の提言をもとに検討します。

人事異動が多すぎるのでは。
適材適所という言葉があるが、ルールに沿ってやるべきことをやる職員になってもらわなけれ
ばならない。

第三者委員会とは何か。 公正で公平な中立な方を招き調査し、結論を出すための組織です。



その他

質問 回答・町の方針
総工事費約８億円の財源はどこにあるのか。 国庫補助、有利な条件の起債（交付税の交付措置割合が大きなもの）を予定しています。

デジ田関係　公民館活動などで、高齢者向けのｽﾏｰﾄﾌｫﾝ教室を開いて欲しい。
スマホを利用して住民の健康管理ができないか要望し、岡山大学のほうで検討してもらってい
ます。

吉備中央町に帰ってきて15年程になるが住所を置いていない。いろいろな案内の基準はどうし
ているのか。住民登録は必要か。

注意を払って調べ、今後気を付けます。

住所が無い人への対応は。 漏れのないよう対応させていただく。問い合わせもお願いしたい。

11月28日の中間結果発表会での質問の回答はいつもらえる。 委員会にて検討しています。


